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2021､７､２９（水）
北海道小樽潮陵高等学校

令和３年度第３学年団

実力テストは、みなさんの既習範囲及び夏期

講習の学習内容の定着率を測定し、基礎を徹底

すべき科目・分野や、苦手な科目・分野を理解

するチャンスとなるテストです。下は、過去2

年間の北海道大学・小樽商科大学・北海道教育

大学札幌校に合格した生徒の、３年次における

実力テスト校内偏差値平均です。目安にしてく

ださい。

北海道大学（文・理・医療） ６３．３

小樽商科大学 ５７．６

北海道教育大学札幌校（実技除く）５７．２

1.夏休み明け２日間の時程

2.実力テスト範囲
熱い夏の力試し

- 苦手科目・分野克服-

国語
1.範囲

･現代文 「評論」「小説」 古典 「古文」「漢文」を
出題。
漢字 「漢字リアルマスターP204～P207」
古文 錬成古典13課～15課・ 2 1課～22課の下段

「知識を確認しよう」「知識の復習をしよう」
漢文 錬成古典17課～19課 ･ 2 6課～27課 の下段

「知識を確認しよう」「知識の復習をしよう」
2.課題

･現代文：錬成現代文 21課～23課
（Ｐ54～55漢字語句の問題含む）

･古 典：錬成古典 P46「新傾向問題」&「21課・22
課」&「26課・27課」

※いずれの課題も８月１８日（水）朝 提出。

数学
1.範囲

・共通テスト実践形式
・数学Ⅰ・Ａ 数と式、２次関数、図形と計量

データの分析、集合と命題
･数学 Ⅱ･Ｂ 図形と方程式、指数関数・対数関数

三角関数、式と証明、複素数と方程式
微分法・積分法

８月１６日（月）時程 始業日

８：３０ ～ ８：４５ ＳＨＲ
８：４５ ～ ９：１５ 大掃除
９：２５ ～ １０：００ LHR
９：４５ ～ １０：００ 進路調査（ＬＨＲ内で）
１０：１０ ～ １１：５０ 数学(文理共通)

探究現代文・英語講読
１１：５０ ～ １２：３０ 昼休み
１２：３０ ～ １３：５０ 国語(文理共通)
１４：０５ ～ １５：００ 理科基礎２科目(文)

化学/化研・生研（理）

８月１７日（火）時程

８：２０ ～ ８：３０ ＳＨＲ
８：３５ ～ ９：５５ 英語(文理共通)
１０：１０ ～ １１：００ 地理・日史・世史(文)

地理・日史・政経(理)
１１：１５ ～ １２：０５ 政経(文) 物/生(理)
１２：０５ ～ １２：４５ 昼休み
１２：４５ ～ １３：３０ ５校時授業
１３：４０ ～ １４：２５ ６校時授業
１４：３５ ～ １５：２０ ７校時授業

生物
1.範囲
・教科書：３章 生物の環境応答全般＋昨年度学習内容

の「細胞と分子」より出題
※メインは今年度学習した内容になりますが、入試も
見据えてしっかり復習しておくこと。

生物研究
1.範囲
･教科書の内容全部が範囲になります。
・チェック＆演習の問題も一通り解いておくこと。

英語
1.範囲

・共通テスト・記述 共通テストマーク式の問題と記述問題 ２５%程度
・教科書 Lesson ３と４ ４５%程度
・リスニング リスニングラボラトリーからアレンジ問題 ２０%程度
・英作文 初見問題 １０%程度

2.ポイント ※実力テストに向けて
・教科書の範囲については単語チェックと本文一読、音
読、リスニングはしておきましょう。
・リスニング問題についてはネタは何でもいいので、毎日
何か聴いてトレーニングしましょう。



日本史

1.範囲
･原始・古代・中世（中世は室町文化を除く）
教科書Ｐ．８～１３８
ゼミナールＰ．２～３５
出題形式は共通テスト形式です。

2．ポイント
①教科書を熟読し、ゼミナールで確認しましょう。
②共通テスト方式の問題に少しずつ馴れていきましょう。
（講習では共通テストの問題をやるので、うまく利用し
ましょう）

③教科書の写真や図版もしっかり確認すること。

政経
1.範囲
教科書Ｐ６～Ｐ１４６
民主政治の基本原理と日本国憲法
現代の国際政治と日本
現代経済の仕組みと特質(金融まで)

2．ポイント
･共通テスト形式です。政治・経済ノートを活用して、学習
を積み重ねてください。

世界史
1.範囲
･既習範囲全てとなります。
･模試の問題などで苦手な部分をつぶして臨もう！

物理（理系）
1.範囲
力学から波動までが出題範囲です。問題集を用いて十
分に演習を行うこと。各分野の入試頻出問題を出題いた
します。
１力学，２熱力学，３波動

物理（医進）
1.範囲
力学から電磁気学までの全範囲。教科書・問題集を用い
て十分に演習しておくこと。
１力学，２熱力学，３波動，４電磁気

地学研究
1.範囲
･全範囲から出題。共通テストに類似した出題形式、難易
度。１５問前後。

2．ポイント
・授業で使用している問題集の基礎的な穴埋め、は夏休
み中に完璧にすること。
・内容が曖昧な箇所は、教科書を読み込むこと。
・夏休み中に起こる地学的事象（地震・火山・大雨・台風・
流星群…）に関心を持つこと。

化学
1.範囲
･これまで化学基礎～化学で学習してきた全ての内容。
化学平衡の移動まで。
物理化学および有機化学の分野を厚く出題する。

化学研究
1.範囲
･授業で使っているテキストの全問題の中から出題しま
す。授業ではまだ解説していない問題からも、出題され
る可能性があります。実力テストですからね。
･この夏でテキストを１冊終わらせるくらいの気持ちで取り
組んでみてください。

今後の予定

7 /28(水) 午前平常授業 8 /21(土) 第2回全統記述模試、第3回高看模試

12：45～13：25 大掃除 8 /30(火) 前期期末考査1日目(9月3日まで)

13：25～13：35 校長講話 9 / 1(月) 共通テスト受験案内の配布開始

13：35～14：00 ＬＨＲ

7 /29(木) 夏季休業開始、夏期講習前期3日目

7 /30(金) 夏期講習前期4日目

8 / 4～8 夏期講習後期５日間

8 / 9(月) 第2回全統共通テスト模試

8 /16(月) 登校開始日、実力テスト1日目

8 /17(火) 実力テスト2日目

地理
1.範囲
･全範囲です。

2．ポイント
①講習参加者はしっかりと講習を受けて力をつけましょ
う。受けた後も復習を重ねることが大切です。

②教科書や資料集をこまめに見るくせをつけましょう。
③３年次に購入した「ウィニングコンパス」の問題に取り
組むことが肝要です。


